
学校法人山口県桜ケ丘学園 

晃英館中学校 

危機管理マニュアル 
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【１】山口県桜ケ丘学園 危機管理基本方針 

危機管理の必要性 

危機管理の目的 

危機管理の上で 

重視すべき点 

 

自然災害・人災 

 

生徒指導その他 

未然予防

対応

評価

再発防止
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【２】危機管理の全体像 

事故発生

現場対応

報告

情報収集・整理

中学校・高校での

情報共有

対策検討

情報提示

対策実施

継続的対応

【日常のポイント】 【緊急時の対応】 
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【３】重大事案別の対応手順 

緊急事態の発生 

※事態を発見または 

通報を受けた教員※ 

※必要に応じて※ 

※近くの教職員※ 

※保健室※ ※教職員※ 

※校長・副校長・教頭・ 

各部長・責任者※ 

 

※必要に応じて※ 
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生徒の安全確保を最優先すること 

※安全確保※ 

※隔離・通報※ 

※
三
人
以
上
で
対
応
す
る 
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 授業担当教員 授業のない教員 校長・教頭 

発 

生 

揺
れ
の
終
息 

避 

難 

押さない・駆けない・しゃべ

らない※

※休憩時間中及び，始業前・放課後に地震が発生した場合，校内放送によって生

徒へ指示し，担任・副担任が各教室へ急行する。 
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※発見者・報知器等で休校した教職員※ 

【消防署への通報内容】 
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【４】校外活動時の事故等発生時の対応 



- 11 - 

 

初動対応 

連絡体制の発動 

行程変更・中止の判断 
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【５】体育の授業及び部活動における事故防止と対応 

環境的な要因によるもの

生徒自身の要因によるもの

指導者を要因とするもの
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緊急時のポイントについて 留意すべき点 

①応急処置及び安全確保 
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【６】登下校中の事故の対応について 

交通事故発生 

救助の要請 

情報収集 

応急処置 

状況把握・学校報告 

保護者へ連絡 

事後の措置と対応 
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【７】セクシュアル・ハラスメントの相談体制 

 

①相談者・被害者，加害者からの事実確認を聴取する。 

②聴取した内容を管理職に報告し，管理職から加害者とされる教職員への指導を行う。 

③相談者・被害者に対して，事実を説明する。 

④学事文書課，労働基準監督署，労働局など外部機関へ報告する。 
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【８】情報共有と連絡体制 

【９】保護者対応の基本 

【10】生徒支援・再発防止 

【11】事後検証・記録管理 
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【12】付録（テンプレート） 

日時 

記録作成者 

場所 

発見者 

（※生徒の場合は 

学年を記入） 

関係生徒 

見た事実 

聞いた事実 

初期対応の内容 
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日時

記録作成者（対応者）
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